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はじめに：本研究の大きな目的としては、炭素などに比べてまだ十分開拓されていないホウ素な

どのネットワーク構造物質の物性開発において、新規なネットワーク構造の発現・制御方法に注

目して、新たな機能性材料を見出すことである[1]。熱電材料については今特に世界中で研究開発

が急ピッチで進められている[2]。ホウ素ネットワーク構造物質はホウ素の強固な共有結合から来

る高温安定性・化学安定性を有しており、原子ネットワークに由来する本質的な低熱伝導率も有

していて、中高温熱電変換材料として期待される。p 型ボロンカーバイドは熱電材料としては数

少なく以前実用化された実績を持つ。また、最近、同一材料で、異種ドーパント無しで優れたｐ、

ｎ制御（+400 V/K 超～-200 V/K 超）に成功したアルミノボライドも見出された[3]。今回は、ホ

ウケイ化物の熱電的性質の開発を進めたので、報告する。 

実験：高温で良好なｐ型熱電材料の YB44Si2において、亜鉛添加

によるモルフォロジー変化により大幅な熱電的性質の向上が得

られているが[4]、ロジウムドープにより、ｎ型への転換も得られ

ている。結晶構造解析により、ロジウムやニッケルドープ体にお

いて、遷移金属が一部ホウ素性二十面体のサイトに入り込んでい

ることが示唆され（右図上）、遷移金属の intrinsic なドーピング

に成功していることが明らかになった。ネットワーク内への本質

的なドーピングは材料としての制御性を格段に上げる。一方で、

Y-B-Si の別の系、YB18Si5に関して（右図下）、初めて、熱電的性

質の評価が可能な試料の創製に成功した。YB18Si5 も新規な良好

なｐ型高温熱電材料として見出されたので、当日詳細を報告する。 
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図下 Structure of YB18Si5 

図上 YB44Si2 doping site 
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